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の
歌
碑
祭
は
、
例
年
通
り

三
丹
二
十
一
日
彼
岸
の
週
日
、

城
山
の
歌
碑
前
に
て
行
わ
れ
た

延
岡
市
文
化
連
盟
会
長
芦
谷
新

一
さ
ん
の
挨
拶
の
言
葉
に
「
こ

の
歌
碑
祭
は
主
催
者
は
い
ま
せ

ん
。
只
誰
と
い
う
な
く
集
ま
っ

て
、
こ
の
歌
碑
祭
を
続
け
て
今

年
で
二
十
七
回
と
な
り
ま
し

た
」
と
あ
る
を
聞
い
て
も
、
い

か
め
し
い
主
催
者
も
何
も
な
く

牧
水
が
旅
に
出
る
よ
う
な
人
々

で
あ
る
。

越
智
さ
ん
は
、
こ
の
集
る
人
々

の
中
よ
り
、
い
っ
と
は
な
し
に

主
人
公
に
ま
つ
り
上
げ
ら
れ
た

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

こ
の
日
は
雨
だ
つ
た
が
春
雨
で

あ
る
。

丁
度
十
二
時
頃
は
霧
の
よ
う
な

雨
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水
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。
芦
谷
文
化
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長
、
渡
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修

三
、
高
森
文
夫
、
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小
野
市
長

平
沼
議
長
、
新
聞
放
送
関
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者

小
野
弘
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わ
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宮

崎
よ
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か
け
つ
け
て
く
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た
こ

と
は
、
我
々
郷
土
の
者
と
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て
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が
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た
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時
の
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山
の
鐘
を
合
図
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に
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牧
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に
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の
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人
の

み
の
集
い
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け
に
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的
で
趣
好
が
面
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に
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が
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好
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た

「
よ
も
ぎ
の
だ
ん
ご
」
が
平
尾

よ
し
子
さ
ん
の
手
で
供
え
ら
れ

る
と
同
時
に
越
智
清
子
さ
ん
の

朗
詠

自
露
さ
ん
の
碑
歌
で
あ
る
。
清

子
夫
人
な
か
な
か
の
朗
詠
ぶ
り

す
が
す
が
し
い
気
分
が
自
つ
と

湧
く
。

碑
前
O
儀
が
終
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ば
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そ
こ
に

ご
ざ
を
敷
い
て
供
え
た
酒
で
会

談
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
う

今
年
は
相
に
く
の
雨
、
会
場
を

翻
灘
難
難
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ん
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折
小
野
さ
ん
等
と
、
仲

田
さ
ん
の
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あ
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一
興
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愈
々
湯
呑
み
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に
て
の
注

酒
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酒

声
高
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か
に
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刺
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を
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は
黒
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画
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皆
大
分
気
分
が
出
て
来
た
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あ
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こ
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文
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人
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い
上
里

笑
談

小
野
県
議
も
い
や
が
る
を
強
く

平
沼
き
ん
に
推
さ
れ
て
「
ふ
る

さ
と
の
尾
鈴
の
…
」
の
朗
詠
、

「
こ
り
や
ほ
ん
も
ん
の
朗
詠
じ

や
、
ほ
か
ん
も
ん
の
、
あ
、
あ

り
ゃ
歌
じ
ゃ
…
子
仲
ハ
…
」
と

大
声
を
あ
げ
て
一
同
を
拍
手
と

爆
笑
に
追
い
こ
ん
だ
の
も
黒
木

画
伯
、
酒
も
つ
き
ず
、
話
も
つ

き
ず
、
窓
外
の
雨
も
な
か
な
か

に
や
み
そ
う
も
な
い
。

「
や
つ
ば
り
春
の
雨
か
」
と
‘
い

っ
た
風
景
で
城
山
の
歌
碑
ま
つ

り
に
集
え
る
者
ど
も
、
来
る
年

を
た
の
し
み
に
三
、
三
、
五
五

と
散
り
ゆ
く
。
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